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CEEHYNESITTNELE:



	高齢者の皮膚乾燥に対する取り組み�―ﾋﾙﾄﾞｲﾄﾞ®ﾛｰｼｮﾝ0.3%と美肌水、ｵﾘｰﾌﾞｵｲﾙの比較検討－�
	スライド番号 2
	尿素グリセリン水溶液（以下美肌水）は保湿効果が高いとされていた。�保護効果の高いものとしてオリーブオイルがあることも分かり、美肌水とオリーブオイルの併用に着目した。�①美肌水には尿素、グリセリンの2つの成分が配合されているため乾燥した皮膚に効果的であるとされている。�②作成が簡易で安価（ヒルドイドローション3円/1回3gに対し美肌水0.66円/1回3ml、オリーブオイル0.76円/1回0.2ml）����
	�③副作用も少ない。�④オリーブ油は皮脂のかわりに水分の蒸散の防御膜の働きをすることができるが挙げられた。�以上のことから、美肌水とオリーブオイルによって皮膚乾燥の改善に効果があるのかを検証した。��
	スライド番号 5
	スライド番号 6
	スライド番号 7
	5）グリセリン濃度2.5%の美肌水（グリセリン12.5ｍｌ�   、尿素125ｇ、水500ｍｌを作成）を冷蔵庫で保存。�6）オリーブオイルを1プッシュ1mlの携帯用スプレーボ �   トルに入れる。�7）入浴日に5）で作成した美肌水をプラスチック容器�  （3g）に入れ人数分準備。��8）入浴直後３分以内に（週2回）浴場にて7）の美肌水�   を左大腿～下腿に、両手をU字にして5～6回さする�   ように塗布。�9）美肌水の塗布直後に6）のオリーブオイルを2ﾌﾟｯｼｭ�　(0.2ml)手に取り、8）同様の方法で塗布。��
	10）ヒルドイドローション3ｇ(1円玉6枚分)を毎日10時�　　に右大腿～下腿に塗布。（入浴日は入浴直後３分�　　以内）塗布方法に関しては8)と同様の方法で行う�11）毎週水曜日の14時に2名の看護師で、両下腿の水分�　　量・油分量を水分油分測定器で測定。�12）データー収集は美肌水塗布開始から５週間行う。�13）11）で得られた研究後のデーターから個人の中央�　　値を出す。�14)データー分析方法は、ノンパラメトリック検定の�　 ウィルコクソンの符号付順位和検定を使用��
	結果�美肌水とオリーブオイル導入前に1週間、�両上肢、両下肢の10ヶ所でスキンチェッカーを用い、水分量を測定。測定した結果�①水分油分測定器の水分量は35％以上が標準であり、12名中9名が35％以下であった。�②入浴日の水分量が低かった。�③10ヶ所での部位の測定値の大きな差はみられなかった。�この結果から対象部位を両下腿に絞り美肌水とオリーブオイルの使用を開始した。�
	スライド番号 11
	スライド番号 12
	スライド番号 13
	考察
	スライド番号 15
	スライド番号 16
	おわりに
	スライド番号 18

